
七
六
期
生

七
六
期
生

七
六
期
生

七
六
期
生
「「「「
原
風
景

原
風
景

原
風
景

原
風
景
」」」」
にににに
寄寄寄寄
せ
て
せ
て
せ
て
せ
て  白

石 

純
一
郎 

    
 
 
 
 
 
 
 
           

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
          

 
  

   

《《《《    

十
六
十
六
十
六
十
六
、、、、
七七七七
がががが
二
度
二
度
二
度
二
度
候候候候
か
よ
か
よ
か
よ
か
よ
、、、、    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

枯
木
枯
木
枯
木
枯
木
にににに
花花花花
がががが
咲咲咲咲
きききき
候候候候
か
よ
か
よ
か
よ
か
よ    

》》》》    
  

昭
和
四
〇
年
代
、
大
学
紛
争
終
焉
後
か
ら
経
済
大
国
へ
加
速

す
る
社
会
状
況
の
中
で
、
核
家
族
は
次
第
に
個
人
化
へ
と
移
行

し
、
厳
粛
な
死
の
想
念
や
地
獄
絵
も
戯
画
化
、
漫
画
の
姿
に
変

わ
り
果
て
、
何
や
ら
、
も
の
み
な
全
て
が
希
薄
化
し
、「
ど
う
で

も
い
い
や
」
と
い
う
『
し
ら
け
』
世
代
の
出
現
と
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
喧
伝
し
た
頃
の
、
昭
和
五
〇
年
。
こ
の
春
、
入
学
し
た
の

が
当
番
期
の
七
六
期
生
た
ち
で
し
た
。 

 

今
は
亡
き
村
上
修
一
校
長
や
谷
石
信
雄
学
年
主
任
の
温
か
い

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私
は
彼
ら
と
三
年
間
一
緒
に
過
ご

し
た
の
で
、
そ
の
思
い
出
に
ま
つ
わ
る
特
異
性
も
鮮
明
に
蘇
り

ま
す
。 

 

一
言
で
い
う
と
、
修
学
旅
行
で
の
上
高
地
的
明
る
さ
と
黒
四

ダ
ム
の
ス
ケ
ー
ル
大
き
な
学
生
群
で
し
た
。 

こ
の
七
六
期
生
独
特
の
属
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
、
も
う
す
こ
し
申
し
ま
し
ょ
う
。 

 

勿
論
、
失
恋
し
た
秋
、
独
り
図
書
館
の
片
隅
で
詩
を
読
み
、

涙
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
ク
ラ
ブ
活
動
以
外
に

友
人
同
士
で
バ
ン
ド
や
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
り
、

日
曜
日
に
は
出
身
中
学
の
運
動
場
を
借
り
て
の
早
朝
野
球
大
会

な
ど
と
、
自
主
的
に
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
連
帯
の
中
で
、「
何
の

た
め
に
勉
強
す
る
の
か
」
を
は
じ
め
「
自
立
心
」
や
「
自
己
同

一
性
」
と
は
何
か
と
い
う
、
思
春
期
特
有
の
心
の
葛
藤
を
克
服

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。 

 

も
と
よ
り
、
こ
の
生
徒
た
ち
は
、
辛
い
現
実
か
ら
逃
避
す
る

遊
び
の
連
帯
感
に
は
、
強
く
自
己
規
制
し
て
い
ま
し
た
。 

私
な
ど
が
各
科
の
採
点
済
み
の
答
案
を
配
り
始
め
る
と
、
点 

 

              
 

数
の
勝
ち
負
け
の
比
較
か
ら
「
お
前
の
記
述
は
こ
こ
が
お
か
し

い
」
と
い
っ
た
教
師
ま
が
い
の
解
説
ま
で
が
と
び
か
う
雰
囲
気

に
な
り
、
ク
ラ
ス
の
平
均
点
が
低
い
程
、
そ
れ
は
ま
た
再
挑
戦

の
た
め
の
和
気
あ
い
あ
い
の
決
意
交
換
の
場
に
な
る
の
で
し
た
。 

 

思
え
ば
、「
孤
独
」
を
そ
の
属
性
と
す
る
青
春
に
と
っ
て
、
自

己
を
他
人
に
さ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
知
る
と
い
う
生
き

方
、
言
い
換
え
れ
ば
、
友
人
を
通
し
て
自
分
の
力
で
自
分
の
若

さ
を
掴
む
の
は
、
極
め
て
厳
し
い
生
き
方
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

偏
差
値
や
進
路
適
正
検
査
と
い
っ
た
冷
静
な
客
観
的
デ
ー
タ

に
支
配
さ
れ
な
い
、
自
分
の
進
路
に
対
す
る
決
断
、
覚
悟
と
い

っ
た
、
青
春
の
泡
立
つ
心
の
働
き
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

私
は
、
他
の
期
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
で
も
実
感
し
た
こ
と

で
す
が
、
特
に
、
こ
の
七
六
期
生
の
描
い
た
軌
跡
の
中
に
、
東

筑
の
「
伝
統
」
の
姿
を
垣
間
見
た
思
い
が
し
て
い
ま
す
。 
 

元
来
、
伝
統
と
い
う
も
の
は
、
言
葉
で
定
義
し
て
も
知
ら
ん

顔
を
し
て
い
ま
す
し
、
平
素
は
全
く
姿
を
現
わ
し
ま
せ
ん
。
姿

を
現
わ
す
の
は
、
東
筑
で
学
ん
だ
個
人
が
、
生
活
上
の
絶
対
的

な
逆
境
に
陥
っ
た
時
、
初
め
て
、
心
の
な
か
に
蜃
気
楼
の
よ
う

に
現
わ
れ
、
生
き
る
勇
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
還
元
す
る
の
で
す
。 

 
 

現
在
、
東
筑
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
七
六

期
生
の
頃
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し
ょ
う
。 

だ
が
、
東
筑
の
「
伝
統
」
は
、
一
滴
の
雨
滴
が
集
ま
る
自
然

界
の
地
下
水
の
よ
う
に
流
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。 

 

ど
う
か
こ
の
同
窓
会
総
会
が
、
単
な
る
懐
旧
談
の
場
に
な
ら

ず
、
意
識
下
に
「
伝
統
」
を
再
確
認
し
明
日
に
生
き
る
勇
気
に

還
元
さ
れ
る
よ
う
、
東
筑
に
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
私
は
切
望

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
五
年 

一
一
月 

 
 
 
 
 

 
   

                          
      

                   

 
 

             

 

こ
の
テ
ー
マ
の
原
案
は
、
本
年
度
総
会
の
折
、
七
六
期
の
会
合
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ

ア
を
も
と
に
、
恩
師
白
石
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
宮
本
（
三
の
七
）

福
山
（
三
の
一
○
）
両
君
と
と
も
に
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
筑
会
の
場
を
象
徴

的
に
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
…
…
東
筑
会
で
出
会
う
友
や
恩

師
の
顔
の
向
こ
う
に
、
我
々
は
き
っ
と
「
原
風
景
」
（
記
憶
の
底
に
い
つ
ま
で
も
残
り
、

何
ら
か
の
形
で
こ
だ
わ
り
続
け
る
風
景
）
を
確
認
し
て
い
る
は
ず
で
す
し
、
そ
の
出
会

い
は
「
邂
逅
」
（
思
い
が
け
な
く
出
会
う
こ
と
）
で
あ
る
だ
け
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も

の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
「
原
風
景
」
・
「
邂
逅
」
と
も
に
少
々
固
い
言
葉
で
す
の
で
、
な
じ
み
や
す
い

よ
う
に
「
あ
の
こ
ろ
」
・
「
で
あ
い
」
と
読
ん
で
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
校
歌
の
フ
レ
ー

ズ
「
吾
ら
か
く 

若
々
し
」
を
付
し
て
、
「
原
風
景
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ
し
、

テ
ー
マ
を
東
筑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
な
ぎ
と
め
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
テ
ー
マ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員 

中
島
良
博
（
三
の
六
）

本館（玄関） 

生徒昇降口 

 
発  行 

東筑 76 期会
広報・会誌委員会
平成 17年 11月

校舎・渡り廊下 

東
筑
高
校
で
教
員
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
母
校
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。 

 
 

我
々
が
卒
業
し
て
は
や
三
十
年
、
恩
師
の
中
に
は
亡
く
な
っ
た

方
も
お
ら
れ
、
音
楽
の
原
田
テ
ル
ミ
先
生
が
、
非
常
勤
講
師
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
み
で
、
体
育
の
田
代
進
先
生
の
ご
子
息
が
数

学
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
。 

校
舎
の
方
は
、
体
育
館
と
柔
剣
道
場
が
新
し
く
な
っ
た
だ
け
で
、
教
室
も
職

員
室
も
昔
の
ま
ま
で
す
。 

 

（
職
員
室
は
、
床
が
鴬
張
り
の
よ
う
に
音
を
た
て
ま
す
） 

 
 

 

今
年
は
、
同
窓
生
に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
総
会
の
日
の

昼
間
に
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。 

来
年
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
や
り
方
を
踏
襲

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
機
会
に
、
た
ま
に
は
母
校
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
筑
高
等
学
校 

宮
本 

明 

（
三
の
七
）

 

《
略
歴
》 

ラ
ジ
オ
東
京
、
八
幡
、
若
松
高
校
を
経
て
、
東
筑
高
校
に
２４
年
間
在
職
。 

萩
女
子
短
期
大
学
、
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校
女
子
部
勤
務
後
、
現
在
フ
リ
ー
。 

進
研
模
試
問
題
作
成
な
ど
に
関
与
。
八
幡
西
区
在
住
。 

【
題
字
】  

江
口 

香
織
（
三
の
六
）
書

 
 
 
 
 
 

（
旧
姓 

光
安
） であいであいであいであい   
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東
筑
会

東
筑
会

東
筑
会

東
筑
会
テ
ー
マ

テ
ー
マ

テ
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マ

テ
ー
マ    

「「「「あ
の
こ
ろ

あ
の
こ
ろ

あ
の
こ
ろ

あ
の
こ
ろ    

と
の
と
の
と
の
と
の    

で
あ
い

で
あ
い

で
あ
い

で
あ
い
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菊竹　（3-6）

平川
（3-5）

福山 城戸 松岡 内田

（3-10） （3-3） （3-5） （3-8）

　地区別東筑会
それぞれの地区や職場で当番期として７６期生が頑張っています！

　職域別東筑会

東筑高校東筑高校東筑高校東筑高校76767676期期期期　　　　東筑会実行委員会東筑会実行委員会東筑会実行委員会東筑会実行委員会

東筑会・懇親会の企画を
練っています。

皆さんも応援して！！

本番に向け、みなさん力を合わせて頑張り
ましょう！　　東筑76期会、発進！

初めてのことばかり
で大変です！

8人で力を合わせて
頑張っています。

手紙の封入作業や、
クラスの人たちへの
連絡係を務めます。
お正月の同期会

皆、来てくださいね！

事務局・会計

クラス委員会

チケット販売委員会 広報・会誌委員会 東筑会・ゴルフ実行委員会

会長　・　副会長

総会委員会

同窓会成功のため、多くの
皆さんのご協力を！

チケット売ってください！
連絡待ってます★

ポスタ－のデザインが
ほぼ決まり、チケットの
原案作成中です。

来年、5月11日（木）に開
催予定です。　多数の参
加、お待ちしてます！

 
 
10月 22日（土）に東京東筑会懇親会へ行って来まし

た。懇親会開始は 15時でしたが、12時より東京在住の
76期同期会（５３の会総会）を開催。西本実行委員長よ
り、来年当番期に向けての実行委員会発足の承認及び重

要役員のお願い等の話がありました。また九州からは本

部実行委員会副会長の竹内(旧姓：松本)さんが参加、本
部懇親会実施における協賛金協力への説明が行われ、参

加メンバー全員協力していく姿勢を、改めて確認した次

第であります。 
その後懇親会へ向け出発。今年の開催場所はキャピト

ル東急。受付を済ませ会場入口で待ち構えていたのは、

ずらりと並んだ 75 期生。その手には色とりどりのウエ
ルカムドリンクのシャンパン。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
そうなのです。15時の開始時間を待たずして 75期のお
もてなしが始まっていたのでした。例年だと人数が少な

く、その上緊張して神妙な面持ちの若い世代が、楽しそ

うに歓談していたのは嬉しい驚きでした。その後は全員

で、予め用意していた東京東筑会 2006 年懇親会の名刺
を、各期テーブルを回り配布。結局はこの懇親会アピー

ルに殆どの時間を費やす事になりましたが、その為多く

の先輩や後輩と談笑する時間が生まれ、今までになく楽

しい時間を 過ごす事が出来た事は、我々にとって大きな
収穫だったように思います。 
「来年は何処でやるのかね？」「私は毎年これが楽しみな

んですよ。」「こんな事がないと、来る事がない所ですか

ら。」等々、多くの先輩から言われた時、本当にこの懇親

会を楽しみにしていらっしゃる方々がいかに多いかを改

めて感じた次第です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
一方、今回初めて参加した若手が、いつも通じる「福

岡出身です」で始まる会話が通じないと嘆いていたのに

は笑えました。 
そして壇上でタスキを引き継いだ我々76期生、いよい
よ来年は当番期です。WEB 等が発達して出会いの機会
や連絡が容易になった今日この頃ですが、だからこそ「東

筑高校」というつながりが他の高校に類を見ない、新た

な力を発揮してくれるのではと思っています。 
さあ、約 30年振りに「ヤマト発進！！」 

 
東京東筑会 76期代表幹事 

目原  高志 （3-3） 
 

 
 

    同期会のお知らせ
　
１月２日（月）１８時～
  プリンスホテルにて

http://www.hisho53.com

　　　西本氏（3-1）が76767676期期期期ホームページホームページホームページホームページを
　　　開設してくれました
　　　皆さんどんどんアクセスしてくださいネ

　
　
く
の
い
ち
集
結
！

　 
小
春
日
和
の
と
あ
る
土
曜
の
昼
下
が
り
、
北
九

州
は
遠
賀
の
里
で
、
七
六
期
地
元
女
性
陣
の
茶
話

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
称
し
て
「
く
の
い
ち
７
６

の
会
」
。

　
皆
さ
ん
忙
し
く
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は

少
し
残
念
で
し
た
が
、
高
校
時
代
の
思
い
出
や
、

近
況
な
ど
を
話
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
、
女
子
は
人
数
が
少
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
会
話
を
交
わ
し
た
こ
と
が
な
い
人
も

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
日
は
「
東
筑
高
校

の
３
年
間
」
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

笑
い
ジ
ワ
が
増
え
る
の
を
気
に
す
る
ほ
ど
笑
い
転

げ
、
昔
話
に
は
「
そ
う
そ
う
。
」
と
「
へ
ぇ
〜
、

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
」
が
入
り
混
じ
っ
て
、
時
間

の
た
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
「
く
の
い
ち
７
６
の
会
」
は
当
番
期
が
終
わ
っ

て
も
、
定
期
的
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
次
は
来
春
、
少
し
暖
か
く
な
り
始
め
た
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
途
切
れ
か
け
て
い
た
縁
が
再
び
結
ば
れ
た
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
連
絡
が
届
い
た
ら
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。
但
し
、
女
性
に
限
り
ま
す
！

　
　
　
 
　
　
(
く
の
い
ち
実
行
委
員
会
）

    １０月２６日
  役員会後に撮影
 
      あのころ
　　     との
　   　ちがい

　
　
 
　
《
編
集
後
記
》

　
　
突
然
の
依
頼
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

 
ら
ず
、
快
く
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

 
ま
し
た
白
石
先
生
、
ほ
と
ん
ど
強
制
的

 
に
書
か
さ
れ
た
同
期
の
皆
様
、
本
当
に

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
「
飛
翔
」
に
よ
り
、
七
六
期
生

　
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
つ
な
が
る
こ
と

　
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
・
会
誌
委
員
会
）
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